
 

今年度の全国学力・学習状況調査につきまして、９月上旬に新聞等で報道され、北海道の小中学生の学力の

状況が公開されました。また、千歳市内の状況につきましては、千歳市公式ホームページで紹介されており、

ご存じのことと思います。今回の学校だよりは、特別号として、本校生徒の実態について、保護者や地域の皆

様にお知らせします。 

 

【 国語 】 全国の平均正答率と比較して「やや低い」という結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の取組：国語科＞ 

 

 

 

 

 

＜分布の状況＞ 

 正答数が３問、１３問、１４問の生徒の割合

が全国よりも低くなっています。一方、４問～

９問の生徒の割合が全国よりも高い傾向が見ら

れます。中位層が多い傾向に見られます。 

●「言葉の特徴や使い方に関する事項」に関する領域で
は、助動詞の働きについて理解したり、文脈に即して漢字
を正しく書いたり、表現の技法についての問題が６問出題
されました。文脈に即して漢字を正しく書く力に課題が見
られました。 
 
●「我が国の言語文化に関する事項」に関する領域では、
行書で書いた文字について話し合い、友達や先生からの助
言を生かして修正する場面で、行書の書き方について理解
する問題が３問出題されました。全国よりやや低い結果と
なりました。 
 
●「話すこと・聞くこと」に関する領域では、自分のスピ
ーチを動画記録して友達から助言をもらう場面で、間の取
り方などの話し方について考えたり、スピーチについて聞
き手の受け止め方について考える問題が３問出題されまし
た。特に、考えの理由を記述する問題に課題が見られまし
た。 
 
●「書くこと」に関する領域では、意見文の下書きを書く
場面で、自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明
確にしてかけることを問う問題が出題されました。根拠を
明確にするための適切な引用の仕方の理解について課題が
見られました。 
 
●「読むこと」に関する領域では、俳句から想像を広げる
ことで生まれた「都会ビーチ」という作品でした。場面の
展開や登場人物の心情の変化などについて描写を基に捉え
たり、場面と場面などを結びつけて、内容を解釈する問題
が２問出題されました。特に、場面の展開や登場人物の心
情の変化などについて描写を基に捉える力は全国とほぼ同
様（上位）の結果となりました。 

○授業において班もしくは少人数のグループで「話し合う」「教え合う」「説明し合う」ことで課題を解決

していく場面を積極的に取り入れ、学習事項の定着を図る。 

○情報の中から必要なものを選び出し、思考を整理しながら構成を考え、それを相手にわかりやすく伝え

ることを意識した活動を多く取り入れる。 

○様々な種類の教材（文章）において自分の考えをもち、根拠を明確にして自分の考えを伝えられるよう

に「話す」「書く」活動を繰り返し行う。 
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＜特に課題の見られる問題：国語＞ 【 １の三 】 と 【 ４の一 】 を掲載します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４の一 「我が国の言語文化に

関する事項」の問題で、全国正

答率と比べて10ポイント程度下

回る結果となり、行書の特徴を

理解しているかが課題であると

考えられます。 

 

【正答率：29.9％】 

【正答例：１】 

１の三 「話すこ

と・聞くこと」の問

題で、全国正答率と

比べて15ポイント程

度下回る結果とな

り、自分の考えが分

かりやすく伝わるよ

うに表現を工夫して

話すことが課題であ

ると考えられます。 

 

【正答率：36.8％】 

 

【正答例：私は、自

分が一番伝えたいこ

とに着目してもらう

ために、「この言葉

を聞いてはっとしま

した。」のあと少し

間を取ります。】 

 

 



【 数学 】 全国平均正答率と比較して「相当低い」という結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の取組：数学科＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜分布の状況＞ 

正答数が８問～１４問の割合が全国平均より

低くなっています。一方、正答数が７問以下の生

徒は、全国より多いです。上位層が少なく、下位

層が多い状況がみられます。 

●「数と式」に関する領域では、事象を数や式を用

いて考察する場面や連立二元一次方程式を用いて具

体的な問題を解決する場面で事象を考察する問題で

５問出題されました。特に、数を和や積に表すなど

して数量の関係を捉え、事象の特徴を読み取り、説

明する問題で課題が見られました。 

 

●「図形」に関する領域では、長方形と正三角形に

よってできる図形の性質を見いだし、それが成り立

つことを合同な図形の性質などを用いて考察する場

面の問題で３問出題されました。筋道を立てて考

え、事柄が成り立つ理由を説明する問題に課題がみ

られました。 

 

●「関数」に関する領域では、日常生活や社会の事

象を考察する場面では、事象を理想化したり単純化

したりして、その特徴を的確に捉え、事象を数学的

に解釈する問題が３題出題されました。特に、与え

られた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取

ることができる力や事象を数学的に解釈し、問題解

決の方法を数学的に説明する力に課題が見られまし

た。 

 

●「データの活用」に関する領域では、日常生活や

社会の事象を考察する場面では、データやグラフな

どを適切に読み取り、データの傾向を捉え、批判的

に考察し判断する力を問う問題が３問出題されまし

た。特に、データの傾向を的確に捉え、判断の理由

を数学的な表現を用いて説明することに課題がみら

れました。 

○授業では個人で「考える」時間を確保し、その考えを「書く」こと、「説明する」ことができるように

粘り強く取り組む。 

○３年間の学習内容の関連性を意識させて復習や振り返りを行い、繰り返しの演習をすることで定着を

図る。 

○「数と式」の領域では、答えだけでなく計算過程を丁寧に書くことで、どこで間違えたのかを気づかせ

るように指導していく。 



＜特に課題の見られる問題：数学＞ 【 ６の二 】 と 【 ９の二 】 を掲載します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６の二 「数と式」の

問題で、全国正答率と

比べて30ポイント程度

下回る結果となり、目

的に応じて式を変形し

たり、その意味を読み

取ったりして、事柄が

成り立つ理由を説明す

ることが課題であると

考えられます。 

 

【正答率：17.2％】 

 

【正答例： 

４（ｎ＋１） 

ｎ＋１は整数だから、

４（ｎ＋１）は４の倍

数である。したがっ

て、差が４である２つ

の偶数の和は、４の倍

数になる。】 

９の二 「図形」の

問題で、全国正答率

と比べて8ポイント程

度下回る結果とな

り、筋道を立てて考

え、事柄が成り立つ

理由を説明すること

が課題であると考え

られます。 

 

【正答率：4.6％】 

 

【正答例】 
・△ＡＢＥ≡△ＣＦＢより、合同な図形の対応する角は等しいから、 
  ∠ＡＥＢ＝∠ＣＢＦ    ……① 
 △ＡＢＥにおいて、三角形の内閣の和は180°で、∠ＥＡＢ＝150° 
 であるから、 
  150°＋∠ＡＢＥ＋∠ＡＥＢ＝180° 
  ∠ＡＢＥ＋∠ＡＥＢ＝30° ……② 
 ①、②より 
  ∠ＡＢＥ＋∠ＣＢＦ＝30° 
 したがって、∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和は30°になる。 



【 理科 】 全国平均正答率と比較して「相当低い」という結果でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今後の取組：理科＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜分布の状況＞ 

正答数が６問、８問、１０問、１３問の生徒の

割合は全国より高くなっています。一方、１４問

以上の生徒の割合は全国を下回っています。上

位層が少なく、下位層が多い状況がみられます。 

●「エネルギー」を柱とする領域では、押して使うば

ねや磁気ばねの縮む長さと、ばねに加える力の大きさ

について科学的に探究する場面の問題で５問出題され

ました。特に、日常生活や社会の中で物体が静電気を

帯びる現象を問う問題で課題が見られました。 

 

●「粒子」を柱とする領域では、水素を燃料として使

うしくみの例について科学的に探究する場面と水の状

態変化における温度変化を科学的に探究し、グループ

でポスター発表する場面の問題で５問出題されまし

た。特に、液体が気体に変化することによって温度が

下がる身近な事象を問う問題で課題が見られました。 

 

●「生命」を柱とする領域では、動物の体つくりと働

きについて、共通点や相違点に着目して考察を行う場

面とファーブル昆虫記におけるアリの行列に関する実

験を参考に、科学的に探究する場面の問題が５題出題

されました。特に、予想や仮説と異なる結果が出る場

合について、探究過程の見通しをもつことに課題が見

られました。 

 

●「地球」を柱とする領域では、天気の変化を科学的

に探究する場面と大地の成り立ちと変化について科学

的に探究する場面の問題で６題出題されました。特

に、観測地の標高を空間的に捉え、気圧の概念を空気

の柱で説明できるか問う問題は全国よりやや高い結果

でした。 

○授業内で「前時の復習」「本時の振り返り」を「教え合う」「説明し合う」活動とリンクさせ、それを毎

時間行うことで定着を図る。 

○jamboard やワークシートを活用して思考を整理し、自分の考えをグループ等で交流する活動を取り

入れていく。 

○実験、観察ではグループごとに条件を変え、そこから得られた客観的なデータをもとにグループ間で交

流し、それを自分のグループに還流する活動を行うことでデータの分析力や考察力を高めていく。 



＜特に課題の見られる問題：理科＞ 【 ３の三 】 と 【 ５の一 】 を掲載します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３の三 「エネルギ

ー」を柱とする問題

で、全国正答率と比べ

て13ポイント程度下回

る結果となり、水素を

燃料を燃料として使う

しくみの例の全体を働

かせるおおもととして

必要なものを分析して

解釈できることが課題

であると考えられま

す。 

 

【正答率：11.5％】 

 

【正答例：太陽の光】 

５の一 「エネルギ

ー」を柱とする問題

で、全国正答率と比

べて8ポイント程度下

回る結果となり、力

の働きに関する知識

及び技能を活用し

て、物体に働く重力

とつり合う力を矢印

で表し、その力を説

明できることが課題

であると考えられま

す。 

 

【正答率：6.9％】 

 

【正答例： 

矢印・ア 

説明・キ 


